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KAVC目の前の「福進堂」（新開地5-2-14）、湊川市場の「日乃出庵」（東山町2-15-1）、マルシン市場「きねまさ本舗」
（東山町2-8-61）など、新開地周辺には和菓子屋がたくさん。お気に入りのお店を探してみて。

アートの力で新開地を活気の溢れるまちにしたいという想いから、
KAVCは平成8年（1996年）に誕生しました。

4回目となるART LEAP 2021の審査員にはキュレーターの遠藤水城氏を迎えます。
募集締切は5月31日まで。詳しくは募集要項をチェック！

30～40代の芸術家が対象の公募プログラム。詳しくは、中面「KAVC REPORT」にて。

Apr.-Jun. 2021

KAVC REPORT：ART LEAP 2020 蓮沼昌宏『特別的にできない、ファンタジー』誌上ギャラリーツアー
KAVC これ、見た？ REVIEW　レビュアー：石田香織｜新開地新名物 vol.12　マルカジュースの「心地よいスピード感」

EVENT SCHEDULE 2021.04–06 ｜神戸みちくさ天国
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KAVCが新開地とより深くつながることを目指して、2018年に
始動させた「新開地カブキモノ大興行」。ここ、神戸・新開地で
しか生み出せない作品づくりに挑み、毎年公演やワークショップ
を開催してきました。これまで全国各地でさまざまな人を巻き込
みながら作品制作を手がけてきた舞台芸術団体「山猫団」をパー
トナーに迎え、ともに歩んだ、3年間の軌跡を紹介します。

山猫団とは

ダンサー・長井江里奈の発案に
よって2013年に結成された舞
台芸術団体。「どこかの誰か、
ではなく、あなたのため」をテー

マに、空間美術からダンス、音
楽、芝居まですべて自家製で、
幻の空間と時間をつくり出す。
www.ynd.tokyo

BACK STORY

新開地カブキモノ大興行

「新開地地域の活性化」をミッションの 1つに
挙げているKAVCでは、新開地を行き交う「ダン
スや演劇とは縁遠い」と感じている方々を、劇
場へ誘うようなアプローチ方法を模索し続けて
きました。そんななか、2018年に新たな取り
組みとして、山猫団とタッグを組んだプログラ
ムづくりをスタート。11月には、山猫団や演者
がパフォーマンスをしながら、湊川公園から商
店街を通ってKAVCホールへと乗り込むパ
レード・公演を開催し、まさに新開地とKAVC
が交わり、地続きにつながるイベントを実現し
ました。個性的なまちを生かした「新開地カブ
キモノ大興行」の幕開けです。さらに、9月に
開催した体験講座（ダンスワークショップ）の
参加者からなる、パフォーマンス集団「新開地
舞踊歌劇団」を結成。山猫団とともに、次年度
以降のプログラムを盛り上げ、ともに発展させ
ていく重要な仲間となりました。

2年目は、まちとのより密接なつながりを目指し
たプログラムを展開しました。新開地商店街で
のパレードのほかにも、KAVCの近隣にある神
戸市立湊川中学校にて、出張ダンスワークショッ
プを開催。山猫団の長井江里奈さん、北園優さん、
鈴木綾香さんが、3年生 119人に向けた3つのワー
クショップを通して、普段の授業では体験でき
ない、自由な身体表現を紹介しました。

中学校を舞台にした

出張ダンスワークショップ
10月30日〜31日：出張ダンスワーク

さらにまちを見つめ、深く掘り下げる
10月30日〜11月1日：ワークショップ「1日体験！山猫団と踊ろう」

11月2日：ダンス公演「第二回 新開地カブキモノ大興行」

自己紹介
緊張気味の生徒たちを前に、長井さんと鈴木
さんが、ピアノの音に身体の動きを合わせて、
自分の呼び名や好きなものを披露。軽快なパ
フォーマンスに、生徒が惹き込まれていく。

ダンスを真似る
次々に雰囲気やリズムが変わる北園さんのピ
アノ演奏に乗って、ダンサーふたりの動きを
真似るワーク。生徒たちは緊張で固まった身
体を少しずつほぐしていく。

チーム対抗「ダンスバトル」
4つのチームをつくり、覚えた振り付けをア
レンジして披露し合う。ワークショップの序
盤では恥ずかしがっていた生徒たちも、最後
には各チームで思い思いのダンスを披露した。

時が止まるダンス「ゼロ」
ピアノに合わせて身体を動かし、音が止まっ
たらピタリと動きを止める。突然の沈黙にあ
ちこちで笑いが起こったが、生徒たちは次第
に静けさを受け止め、身体を委ねていく。

KAVCのスタッフのみなさんとはじめてお会いし
た際、「場外舟券売場に並んでいるような、新開
地のおっちゃんをKAVCに引き込みたいんです。
何年かかっても、やります」との想いを聞き、覚
悟してこのプログラムに臨みました。私は無理だ
と言われるようなアイデアを、知恵と工夫で実現
したときに、はじめて面白いものができると信じ
ています。この3年間、「7mの花を咲かせる」「パ
レードしながらチケットを売る」などクセのある
企画を提案してきましたが、KAVCから「できな
い」なんて言葉を聞いたことはありません。新開
地舞踊歌劇団も、頼んでもいないのに踊りながら

「第二回新開地カブキモノ大興行」では、公演
のガイド役として、「ザ・シンカイチツアー」＊

のガイドや新開地まちづくりNPOでも活動さ
れている西島陽子さんが登場しました。新開地
の歴史や見どころを改めてとらえ直し、まちの
魅力を掘り下げながら作品をつくり上げていく
ことで、さらに新開地との距離を縮めるパ
フォーマンスを目指しました。

＊新開地まちづくりNPOが企画するツアー。新開地の魅力を
発信しようとはじまった。昭和6年創業の居酒屋や大衆演劇場
など、新開地の名所をめぐる

自己紹介をしてくれる（！）くらい、期待を超え
てきてくれる。その根っこにあるのは、きっと、
真っ直ぐな信頼なんだと感じました。だから私
は、どんな逆境にも立ち向かうしかないと感じて
います。新開地カブキモノ大興行は2021年も続
いていきます。今後の目標は、おっちゃんたちが
公演を見にきてくれるようになることと、新開地
舞踊歌劇団を独り立ちさせること。
それを見るまでは、試行錯誤し
ながらカブキ続ける所存です。

 （山猫団 長井江里奈）

長井さん、3年間を振り返ってみて、
いかがでしたか？

の
場
合

参考：（一財）地域創造「公共ホール現代ダンス活性化事業報告書」（平成30年度、令和元年度）

「新開地と
つながること」

「仲間とともに

踊ること」

山猫団のみなさんに継続して新開地へ来ていただくことで、この催しがまちに根づいていく点は大きいと思います。場外舟券売場やパチンコ店、
酒場が立ち並ぶ一方、子育て層も多い新開地には、さまざまな年齢、あるいは国籍の方が入り交じります。新開地カブキモノ大興行を通してそんな方々が、老若男女問わず心を通わせる力が「踊り」にはあるのだと感じています。

●表現を通して、自分
を見つめ直すために歌

劇

団に参加。人とともに
踊ることで、それぞれ

に

良さがあり、他人と比
べる必要がないという

こ

とを改めて知りました
。他者をリスペクトでき

る自分に気づけたことも、大きな収穫
だった

と思います。（くっき
ーさん）●踊ることで仲

間との連帯感を感じ、
安心しました。視線を

気にすることなく、自分らしい表現ができて

いると思います。楽し
く元気なメンバーたち

か

らパワーをもらってい
ます。今後も長く続け

て

いきたいです。（まさ
さん）

KAVC地域事業担当羽仁真理子が考える

新開地舞踊歌劇団の

みなさんが考える

劇場の外へ一歩踏み出し、

まちの人々や協働する仲間と出会う
9月22日：体験講座「1日体験！山猫団と踊ろう」

11月25日：ダンス公演「第一回　　　 新開地カブキモノ大興行」

まちを舞台に、新しい扉が開く !!歌って、踊って、人々を巻き込む「新開地カブキモノ大興行」

来場者から、

こんな感想をいただきました！

●子どもの頃の新開地を思い出しました。楽し
かったです。（40代女性）●まちを巻き込んで、
お客さんと演者が渾然一体となったパフォーマン
スに感動しました！（20代女性）●普段ダンスを
観に行くことはないのですが、地元の方が頑張っ
ていると聞いて来ました。とてもパワフルですご
かったです！（40代女性）
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コロナ禍で公演中止の危機に。

さて、どうする?!!
2021年1月16日：ワークショップ

　「1日体験！山猫団と踊ろう」

2021年1月17日：ダンス公演

　「第三回 新開地カブキモノ大興行〜緊急事態ver.

　『それでも、踊る！』〜」

2020年、パレード・公演の準備を進めてい
たなか、開催直前 1週間前の2021年年明け
に、新型コロナウィルス感染症流行による緊
急事態宣言が発令され、中止の危機に。パレー
ドは延期となったものの、山猫団とスタッフ
が一から構成を練り直し、当日は新たな作品
を発表、急遽オンラインでの配信も実施しま
した。舞台作品をつくる意義、アーティスト
やアートセンターの役割について、根源的な
問題と向き合う期間を経て、「踊ること」、

そして「作品を生み出すこと」の揺るぎない力
がひときわ光る公演となりました。

中面
「KAVC REVIEW」

もチェック！

（KAVC  羽仁）

こんな
プログラムを

行いました！
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左から、中川（KAVC）、蓮沼さん、岡村（KAVC）

ART LEAP 2021も開催決定！
募集要項はこちらから

1階　KAVCギャラリーの展示風景

写真右の大作《とくべつてきなさんけいまんだら》は、江戸時代に流行した「参詣曼荼羅」を模し、ろうそく
をモチーフにしたキャラクターが神戸の風景を巡礼する作品。写真左の《ルミナリエ》は、本展の着想となっ
たルミナリエを題材にした作品。白く塗りつぶされた画面に点々と群衆の姿が描き出されている。 photo: 衣笠名津美
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展示紹介

3つのメディアで描く、神戸の情景

　ペインティング、アニメーション、冊子という3つの作品群で
構成された本展。入ってすぐの 1階ギャラリーと通りに面したガ
ラス窓、地下のチケットブースには 14枚におよぶペインティン
グの連作が並ぶ。蓮沼は、2度にわたり神戸でのリサーチを行い、
目にした風景や土地の記憶を描いた。人物や船、あるいは画面を
横断する抽象的な線が木炭で勢いよく描かれていて、透き通るア
クリル絵具の色面が重ねられている。加えて、キャンバスの外周
には色とりどりの電球が点いており、画面の余白が赤や緑の光を

 インタビュー

“できない”からはじまるファンタジー

　これまで、各地で滞在制作を行い、土地から着想した物語をア
ニメーション作品として描いてきた蓮沼さん。ところが、今回は
この手法がうまく機能しなかったという。蓮沼さんは「今までは、
ひとつキャラクターが生まれると、そいつが勝手に動き出して物
語を展開していく感じで制作が進んできました。でも、コロナ禍
の現実を前にして、僕はファンタジーを描くことができなくなり
ました。3.11被災時もそうでしたが、衝撃的な出来事が起こると、
これまでのようにのびのびと物語を表現するのが難しくなり、目
の前の現実ばかりになってしまいます」と語る。展覧会が間近に
迫る 12月、蓮沼さんは神戸市立王子動物園で中国への返還を待
つパンダ「タンタン」をモチーフに、何枚も何枚も絵を描いては
塗りつぶしていた。そんな日々のなかで、ふと、それまで作家と
して共感を抱けなかった抽象絵画にリアリティを感じる瞬間が
あったという。抽象表現でないと描けないものもあるのではない
か。そうした制作スタイルの転換から、14枚のペインティング
が生まれることとなった。
　キャンバスに付けられた電球と呼応するかのように、画面には
赤やピンクの無数のドットが描き込まれている。「電球もドット

ぼんやりと反射する。
　地下 1階のKAVCシアターには、キノーラ装置によるアニメー
ション作品が展示された。キノーラとは、古くからある手回しの
動画鑑賞機器で、ハンドルを回すと無数の静止画がパラパラ漫画
の要領で動き出す。蓮沼はこれまでもキノーラを用いた作品を発
表してきたが、今回は少し趣を変えた。ほの暗い会場に並んだ3
つの木箱とスクリーン。いつもは剥き出しのキノーラ装置だが、
本作では光源やレンズとともに木箱のなかに収められている。箱
の上のハンドルを回すと、10センチ四方の小さな映像がスク
リーンに映し出され、抽象的なドローイングが無声映画のごとく

も、必要のない装飾です。でも、それがないと画面が成立しなかっ
たんですよね。言うなれば、カツ丼にふりかけをかけるような
（笑）。カツ丼にふりかけはいらないけれど、今回はそのカリカリッ
とした食感がないと、うちの自慢のカツ丼ですって言えなかった
というか ......」と蓮沼さん。地下に展示したキノーラも同様に、
本来はわざわざ光で投影する必要はないが、それでも、イメージ
の媒介となる“灯り”が必要だった。ペインティングに施された
ドットもまた“灯り”の象徴だ。さらに、キノーラが入った木箱
も必要のないものと言えるが、蓮沼さんは建築物を模した箱に入
れたかったのだという。鑑賞者とキノーラを隔てる木箱の壁と、
不可視な存在の像を結ぶスクリーン。ともすればコロナ禍の生活
へのアイロニーとも受け取れるが、蓮沼さんの木箱から漏れ出す
灯りは、どこまでも温かい。
 　「阪神・淡路大震災の直後に復興の灯火として“ルミナリエ”
のイルミネーションがはじまったこと、そして、コロナ禍で中止
になったことが、蓮沼さんの構想の軸になりました。だから、会
場のあらゆるところに“灯り”があります。そのほかに、新開地
のリサーチで出会った湊川の埋め立て、さらにファンタジーとい
う要素が加わって、展覧会が立ち現れていきました」と、担当の
岡村が解説する。コロナ禍で光が消えたルミナリエ、埋め立てら

コミカルに躍動しては、はかなく消えていく。
　スタジオ3には、《とくべつてきにできないファンタジーにあ
かりをつける》と題された、持ち帰り可能な小冊子。「ちかごろ　
できないが　ふえた」という書き出しではじまり、蓮沼自身が制
作プロセスで直面した出来事や思考が断片的に折り込まれている。
そこに添えられるのは、ろうそくをモチーフにしたキャラクター。
冊子の終わりには、火を灯したろうそく君が、勢いよく走り出す
様子が描かれている。

れた川、機能しない物語。それらがもたらす“さみしさ”の先に、
蓮沼さんが描こうとしたものがあるという。
　展覧会開催までの半年間、KAVCの岡村と中川は、蓮沼さんか
らふつふつと湧き出す言葉をひたすらに書き留めていた。「最も
時間を要したのは、テーマを言語化すること。月に2回、数時間
におよぶミーティングを行い、議事録にまとめ、ギリギリのタイ
ミングまで言葉のやりとりを重ねました」と中川が振り返る。「制
作過程で常にレスポンスがあるのは新鮮な体験です。だから、僕
も岡村さんと中川さんの言葉を全部受け止めてみようと思って一
緒にやってきました。今回、おふたりと経験したような協働に、
もっと広がりのある名称があればいいんですけどね」と蓮沼さん
が応じる。3人によるこのやりとりは、小冊子の作品に結実した
ようにも見える。冊子は物語のようでありながら、作家自身によ
る展覧会への応答になっていて、「さみしさは　あるけど　あか
りをつける　とくべつてきにできないファンタジーに」と締め括
られた。ひとりの表現者が特別な状況下でファンタジーに挑んだ
ドキュメント̶̶冊子を閉じてそう気づくとき、会場には、さき
ほどとは異なる景色が広がっているに違いない。

 取材日：2021年2月21日（日） KAVCにて
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東山商店街で3代続く名店。広い世代に愛さ
れている定番のミックスジュースは、小ぶり
なグラスでサーブされる。風味豊かなジュー
スを店頭でさっとあおって、すぐに商店街に
繰り出せる、そのスピード感がなんとも粋。
マルカジュース　神戸市兵庫区東山町 1-1-19

竹中大工道具館
神戸市中央区熊内町7-5-1

新開地っ子の私は、小学生の頃いつも 100

円玉を握り締めて行っていました。懐かしく

て、ほっとするおいしさです。

マルカジュースの「心地よいスピード感」
vol.12

伝統的な大工道具と大工の技を伝えるた
めにつくられた博物館。「用の美」を体
現する大工道具の展示はもちろん、職人
を束ねる棟梁の仕事、木の性質を見抜き
適切に扱う技術なども展示。古くから培
われてきた大工の文化に、インスピレー
ションを受けてみては。

神戸アートビレッジセンターで日々開催される、さまざまな催しごと。
合わせて「せっかくならここも行っとき〜！」と背中を押したい、

魅力的な道草スポットをご紹介。

伝統的な大工道具伝統的な大工道具とと
職人の技に触れる職人の技に触れる

さ
ら
な
る
表
現
の
創
造
と
挑
戦
を
目
的
に
、

30
代
か
ら
40
代
の
作
家
を
対
象
と
す
る

公
募
プ
ロ
グ
ラ
ム
﹁
A
R
T
 L
E
A
P
﹂。

3
回
目
の
開
催
と
な
っ
た
今
年
度
は
、

審
査
員
に
キ
ュ
レ
ー
タ
ー
の
服
部
浩
之
氏
を
迎
え
、

美
術
家
／
記
録
写
真
家
・
蓮
沼
昌
宏
を
選
出
し
ま
し
た
。

約
半
年
間
の
制
作
期
間
を
経
て
今
年
2
月
に

幕
を
開
け
た
展
覧
会
を
、
蓮
沼
さ
ん
と

K
A
V
C
美
術
担
当
の
岡
村
、
ア
シ
ス
タ
ン
ト
の

中
川
と
と
も
に
巡
り
ま
す
。

割烹大力
神戸市兵庫区水木通 1-2-4

1953年創業の割烹大力は、ちゃんこ鍋
で知られる新開地の名店。しかし正午に
なると一転、喫茶店に様変わり！　アイ
スクリームやアイルランドの紅茶は、レ
トロな雰囲気の店内と調和するアン
ティークの器で提供。時代が変わっても、
なお新しい側面を見せてくれる。

歴史と今が調和歴史と今が調和するする
喫茶大力で一服喫茶大力で一服

開
催
日
時

2
0
2
1
年
1
月
17
日
︵
日
︶

13
時
30
分
〜

こ
ん
な
企
画
で
し
た
よ
↓
長
井
江
里
奈
氏
が
率
い
る
舞
台
芸
術
団
体

「
山
猫
団
」
と
「
三
田
村
管
打
団
？
」、「
新
開
地
舞
踊
歌
劇
団
」
が
、

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
し
な
が
ら
新
開
地
の
ま
ち
を
練
り
歩
く
、
ま
る
で

お
祭
り
の
よ
う
な
ダ
ン
ス
公
演
。
し
か
し
3
年
目
と
な
っ
た
今
年
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
パ
レ
ー
ド
は
延
期
に
。

内
容
を
大
幅
に
変
更
し
て
出
演
人
数
を
限
定
し
た
上
で
、
山
猫
団
3

人
が
K
A
V
C
ホ
ー
ル
に
て
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
公
演
を
行
い
ま
し
た
。

　

1
月
17
日
、
阪
神
淡
路
大
震
災
直
後
の
景
色
を
思

い
浮
か
べ
な
が
ら
新
開
地
を
歩
く
。
崩
れ
た
建
物
を

覆
う
ブ
ル
ー
シ
ー
ト
や
、
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
閉
め
た
ま

ま
の
商
店
に
、
こ
れ
か
ら
ど
う
な
っ
て
ゆ
く
の
か
と

不
安
し
か
な
か
っ
た
。
そ
の
翌
年
、
ま
だ
震
災
の
爪

痕
が
色
濃
く
残
っ
て
い
た
街
に
オ
ー
プ
ン
し
た

K
A
V
C
は
、
磨
き
上
げ
ら
れ
た
大
き
な
ガ
ラ
ス
窓

に
カ
ラ
フ
ル
な
旗
を
堂
々
と
掲
げ
、
ま
る
で
復
興
の

兆
し
そ
の
も
の
の
よ
う
で
、
K
A
V
C
が
目
に
入
る

だ
け
で
心
が
躍
っ
た
の
が
懐
か
し
い
。

　

コ
ロ
ナ
禍
の
せ
い
か
、若
干
人
通
り
が
少
な
い
ボ
ー

ト
ピ
ア
の
前
で
、﹁
す
っ
か
ら
か
ん
や
！　

身
も
心
も

か
ら
っ
ぽ
や
！
﹂﹁
よ
し
、
ワ
シ
が
う
ど
ん
で
も
奢
っ

た
る
！
﹂﹁
う
ど
ん
て
、
お
前
ケ
チ
や
な
ぁ
！
﹂
と
街

の
お
っ
ち
ゃ
ん
た
ち
の
軽
快
な
や
り
と
り
が
聞
こ
え

思
わ
ず
頬
が
緩
む
。
2
度
目
の
緊
急
事
態
宣
言
が
な

け
れ
ば
、
こ
の
通
り
で
も
﹃
カ
ブ
キ
モ
ノ
大
興
行
﹄

を
楽
し
め
た
の
に
な
…
…
と
口
惜
し
い
気
持
ち
で

K
A
V
C
へ
向
か
っ
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
が
影
響
し
な
け
れ
ば
大
勢
で
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
す
る
は
ず
だ
っ
た
舞
台
に
は
、
装
置
も
照
明

も
組
ま
れ
て
お
ら
ず
、
開
演
す
る
と
マ
イ
ク
を
持
っ

た
司
会
者
風
の
男
︵
北
園
優
さ
ん
︶
が
現
れ
饒
舌
な

M
C
が
は
じ
ま
っ
た
。
暫
く
し
て
ダ
ン
サ
ー
の
女
性

が
二
人
︵
長
井
江
里
奈
さ
ん
、
鈴
木
綾
香
さ
ん
︶
登

場
し
司
会
者
に
促
さ
れ
る
ま
ま
に
踊
り
は
じ
め
る
。

激
し
い
衣
擦
れ
、
床
と
肉
体
が
ぶ
つ
か
る
音
、
息
を

切
ら
し
躍
動
す
る
身
体
。
司
会
者
は
そ
れ
を
深
く
拾

い
上
げ
る
こ
と
な
く
、
ま
る
で
世
界
の
外
側
に
い
る

よ
う
に
話
し
続
け
る
。
コ
ロ
ナ
禍
疲
れ
の
私
に
は
目

の
前
で
繰
り
広
げ
ら
れ
る
そ
れ
が
、
ど
こ
か
責
任
放

棄
の
お
偉
方
と
そ
れ
で
も
汗
し
て
日
々
を
乗
り
切
っ

て
き
た
市
井
の
私
た
ち
の
縮
図
の
よ
う
に
感
じ
胸
が

ざ
わ
つ
い
た
。　

　

中
盤
に
差
し
掛
か
り
、
観
客
の
目
の
前
で
舞
台
装

置
が
組
み
立
て
ら
れ
て
ゆ
く
に
し
た
が
っ
て
、
そ
の

胸
の
ざ
わ
つ
き
は
消
え
て
ゆ
く
。
裏
方
ス
タ
ッ
フ
の

手
に
よ
っ
て
舞
台
が
彩
ら
れ
て
ゆ
き
、
司
会
者
は
ピ

ア
ノ
を
奏
で
な
が
ら
歌
い
だ
し
、
そ
の
音
に
溶
け
る

よ
う
に
踊
る
ダ
ン
サ
ー
、
そ
れ
を
見
守
る
観
客
で
あ

る
私
た
ち
。
そ
の
全
て
が
混
じ
り
合
い
今
こ
こ
で
し

か
味
わ
え
な
い
イ
キ
イ
キ
と
し
た
空
気
が
立
ち
上
が

る
。
そ
う
そ
う
、
こ
れ
ぞ
劇
場
や
、
と
私
は
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
に
見
入
っ
た
。
創
作
者
や
パ
フ
ォ
ー
マ
ー
、

そ
れ
を
届
け
る
為
に
奔
走
す
る
ス
タ
ッ
フ
、
そ
し
て

観
客
。
皆
が
肌
を
触
れ
合
わ
ず
と
も
身
を
寄
せ
合
い
、

互
い
を
抱
き
止
め
、
明
日
を
ま
た
生
き
る
た
め
に
劇

場
が
、
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
あ
る
こ
と
を
山
猫
団
は

再
認
識
さ
せ
て
く
れ
た
。

　

26
年
前
被
災
し
た
の
を
機
に
K
A
V
C
で
演
劇
を

は
じ
め
、
6
年
前
に
は
病
気
を
機
に
小
説
を
書
き
は

じ
め
た
筆
者
は
苦
難
は
新
た
な
世
界
を
発
見
す
る
た

め
の
種
だ
と
確
信
し
て
い
る
。
今
日
こ
こ
か
ら
生
ま

れ
た
種
が
咲
か
せ
た
も
の
を
喜
び
合
え
る
日
を
想
像

し
な
が
ら
、
震
災
を
乗
り
越
え
朗
ら
か
に
人
が
集
う

新
開
地
の
街
を
後
に
し
た
。

今
号
の
レ
ビ
ュ
ア
ー

石
田
香
織
さ
ん
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平川光江［アシスタント］
推薦者
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先鋭的なスナップショットで、写真界に激震をもたらした森山大道。

海外からの評価も高く、後続のポップアイコンからも絶大な支持を

集める一方で、その内実は謎に包まれていました。映画では 1968
年に発刊された処女作『にっぽん劇場写真帖』復刊プロジェクトに

密着。50年の時を経てもなお新鮮な視点を投げかけてくる作品群

を前に、森山氏と編集者や造本家とのやりとりを通して、その素顔

を解き明かしていきます。今回は、そんな森山大道の作品のように、

長い時間を経てもなお新しさを感じさせるスポットを紹介します。

『過去はいつも新しく、未来はつねに懐かしい　写真家 森山大道』（2021年／日本／112分）　
上映期間：2021年5月15日（土）〜28日（金）｜会場：KAVCシアター

出演：森山大道 神林豊 町口覚｜監督・撮影・編集：岩間玄｜音楽：三宅一徳

制作・配給：テレビマンユニオン｜ 配給協力・宣伝：プレイタイム｜企画協力：森山大道写真財団ほか

KAVCで
今もなお新しい、伝説的写真家の姿を描く

『過去はいつも新しく、
未来はつねに懐かしい
写真家 森山大道』を見る

ミックスジュース1杯　110円

グラスの重量感　★★★★☆

©『過去はいつも新しく、未来はつねに懐かしい』フィルムパートナーズ

photo ：
新
田
さ
や
か

2021.04–06

最新のイベント情報は随時Webサイトなどでお知らせします。

JU
N

E

12日（土）̶ 25日（金）　会場：KAVCシアター

KAVC シネマ＜詳細は近日公開＞

A
P

R
IL

17日（土）̶ 23日（金）｜1週間限定上映

『おろかもの』

24日（土）̶ 30日（金）｜1週間限定上映

『佐々木、イン、マイマイン』

17日（土）̶ 30日（金）　会場：KAVCシアター

KAVC シネマ

『無頼 BURAI』

『夜明け前のうた 消された沖縄の障害者』

『トキワ荘の青春 デジタルリマスター版』

M
AY

15日（土）̶ 21日（金）｜1週間限定上映

『種まく旅人〜華蓮のかがやき〜』

『Style Wars　スタイル・ウォーズ』デジタル修復版

22日（土）̶ 28日（金）｜1週間限定上映

『ネクタイを締めた百姓一揆』

『カリプソ・ローズ』

15日（土）̶ 28日（金）　会場：KAVCシアター

KAVC シネマ

『KCIA 南山の部長たち』

『過去はいつも新しく、未来はつねに懐かしい

写真家 森山大道』

ART LEAP 2020 
特別的にできない、ファンタジー

会期：2021年2月20日（土）〜3月14日（日）12時ー19時
会場：神戸アートビレッジセンター（1F KAVCギャラリー、B1 
KAVCシアター、チケットブース、スタジオ3）

蓮沼 昌宏　Masahiro Hasunuma
1981年東京都生まれ。2010年東京芸術大学大学院美術解剖研究室にて
自画像をテーマに博士号を取得。2016年文化庁海外派遣研修制度でド
イツフィルムミュージアム。近年の展覧会に「越後妻有アートトリエン
ナーレ」（新潟／2015年）、個展「数えることによって獲得するもの」
（gallery N／愛知／2019年）、個展「物語の、準備に、備える。」（富山
県美術館／富山／2020年）など。現在、愛知県を拠点に活動。

《みなとがわのまつ》

アクリル絵具、鏡、電球

今回唯一、支持体に鏡が用いられたペインティング。かつて新開
地を流れていた湊川を想像し、川べりに立つ松を描いた作品。往
時のまちの活気を思わせるようなカラフルなドットに、現在の
KAVCの姿が映り込んでいる。

《あかりをつけてまわしてみる2》
木、ルーペ、キノーラ、ステンレス、電球

数百枚の手描きの絵によるアニメーション。カラーで描かれたこ
ちらは、1階のペインティングに施された電球を想起させるカラ
フルで幻想的な作品。実は、木箱のなかにもペインティングに使
われた電球が入っていて、スクリーンにはKAVCにあったシルク
スクリーンの版が使われている。

《とくべつてきにできないファンタジーにあかりをつける》

本

蓮沼さん自身が書いたテキストとイラストによる絵本のような冊
子。担当の岡村は「展示に足を運ぶことが難しい今だからこそ、
持ち帰ることができる作品が生まれたこと、キャラクターが走り
出すことに、とても意味があると思うんですよね」と解説する。
会場では、冊子と合わせて小さなアニメーション作品も上映。



2月からレジが新しくなり、

4月からはキャッシュレス決済が可能

に。慣れない操作に戸惑いも多いです

が、スマートに対応できるよう奮闘中

です。そして「来るの遅すぎ〜」と言

われ続けたエレベーターの改修工事が

無事終了！　果たして速度はどうなっ

たのか……。ご来館の際にぜひお確か

めください！

VOICE 02

明田春来

 [総務・施設運営担当 ]

AVCのレンタルスペースは、練習施設（スタジ

オ･会議室･リハーサル室）と発表施設（ホー

ル･シアター・ギャラリー）があります。なかでも、発

表施設は利用内容によって必要な費用や準備にかかる時

間が異なるため、申込みにあたっては私たち担当スタッ

フが「どんなことをしたいのか」を利用者の方に伺った

上で、ご案内しています。特に、はじめて利用される方

には、予約前の見学も随時受付（事前に見学日をご相談

ください）。練習施設も発表施設も、KAVCの使い方は

無数にあります。これまでは利用者の方の「こんなこと

がしたい！」を実現するために「こんなことが提供でき

ます」とご案内・ご提案することが中心だったのです

が、最近では新型コロナウィルス感染拡大防止対策のた

め、利用制限の「NG」を伝えることも増えました。そ

れは心苦しくこちらの気分もしょんぼりしてしまうので

すが、安全にご利用いただくために大切なこと。こんな

制限がある中でも利用者の「やりたい」から生まれてく

るエネルギーに力をもらう日々です。季節は春！「やり

たい！」気持ちを応援します！

KAVCスタッフと、

ときどき保安のおっちゃん物語とは……
本館の隠れた主人公・保安のおっちゃん3人衆のかたわら

で、日々業務に励むKAVCスタッフ。彼らが見つめる新開地と

KAVCの日常から、さまざまなエピソードを紹介していきます。

作・画　鈴
すず

木
き

裕
ひろ

之
ゆき

さん

本誌を機会に新開地デビューを果たした大阪出身・在住のイ

ラストレーター。雑誌やCDジャケット、広告ほか、2020年

からオンライン似顔絵屋「LUX」（lux-lux.jp）などで活動中！

STAFF’s VOICE

ART VILLAGE VOICE vol.96　発行日：2021年3月31日　発行元：神戸アートビレッジセンター （指定管理者：公益財団法人 神戸市民文化振興財団）［大谷燠（館長）、柳谷茂昭（館長代理）、林正樹（総務チーフ）、山本聡之（総務・経理担当）、明田春来・橋本実弥（総務・施設運営担当）、近藤のぞみ（事業マネージャー）、
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www.kavc.or.jp
指定管理者：公益財団法人 神戸市民文化振興財団

〒652–0811 神戸市兵庫区新開地5–3–14

TEL＝078–512–5500　FAX＝078–512–5356

開館時間＝ 10:00–22:00 　休館日＝毎週火曜日

（火曜が祝日の場合は翌日）・年末年始

K AVCのいま

・ 神戸高速「新開地駅」8番出口より徒歩約5分

・ JR「神戸駅」ビエラ神戸口より徒歩約 10分

・ 神戸市営地下鉄「湊川公園駅」東改札口より徒歩約 15分

そのほか
各種ご利

用可能で
す。

詳細はレ
ジにて！

ア
ク
セ
ス

K

KAVCスタッフが日々活動するなかで、興味を持ったものごとをざっくばらんに紹介していきます。

オススメイベントの詳しい情報などはWebサイトにて！

橋本実弥 ［総務・施設運営担当］
はるがきて めがさめて ぼんやりしてたら鴬の声が聞こえました。
初々しいへたくそなホケキョ！　春や〜！

執筆者

おことわり

新型コロナウィルス感染拡大防止に伴う
対応について

新型コロナウィルス感染拡大の今後の動向によっ
て、臨時休館の他、自主事業の中止もしくは延期
が想定されます。最新状況につきましては決定次
第、HPや各種SNS等でご案内いたします。
最新情報の掲載ページはこちらから　

新型コロナウィルス感染拡大に伴ってさまざまな

変化（試練？）があった2020年度。神戸の文化施

設4館（神戸アートビレッジセンター、C.A.P.、デ

ザイン・クリエイティブセンター神戸、神戸ファッ

ション美術館）が連携する取り組み「Marching 

Kobe」のイベントで、2020年の間に考えたことや

得た気づきを、発表＆ディスカッションしました。

実はこのイベント自体、本来なら会場で集まって開

催するはずだったのですが、YouTubeでのライブ配

信に。目の前の状況に応じて次の一手

を考え、どうにかして開催

する！という、1年間の集大

成のような出来事でした。

VOICE 01

野澤美希 
[広報担当 ]


